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フレンドリーより  映画会案内             

日時：毎月第１水曜の９時半から 場所：きらめきセンター 

１２月：ローマの休日   １月、２月は日本映画を予定しています。              

  

 

モルック大会  

チーム縁心（えんじん） 健闘しました！ 
 
１１月３日（月）気持ちの良い秋晴れの中、浜小学校で行われた第 1 
回モルック大会にチーム縁心（メンバー:胡摩田、森、塩見、山﨑）と 
して参加しました。結果は 16組中 9位でしたが、時々ミラクルショッ 
トも出て、どのゲームも接戦になり面白かったです。また、他の支部の 
方ともゲームを通して交流でき、楽しい時間になりました。次に参加す 
る際は、上位入賞を目指してがんばりたいです。以下はメンバーの感想 
です。（山﨑 洋子） 
 
•ルールも簡単で、投げ方も自由だから気楽に参加できて楽しかった 
です。機会があればまた参加したいです。（森） 
•初めての大会で、沢山の方集い楽しい１日でした。（胡摩田） 
•気候も良く、広い運動場で気持ちよい・楽しいひと時でした。子ども 
から大人まで、 障がいがある方も参加できるので、 
皆さん一緒にやりましょう！（塩見） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きらめき

 

 

 皆様へ この「きらめきニュース」の内容に関するご意見などございましたら地域活

動サポートセンター（☎０６－６４９１－８８２２）または編集委員会までお寄せくだ

さい。またニュースの手配りのための折り込みは偶数月の第一金曜の午後２時からきら

めきセンターで行っていますので、ご協力をお願いします。 

１２月１４日（日） １０：３０スタート  場所：小中島公園 
 

地域に根ざした活動を目指し、おもちつき大会を通して、地域のみなさまと

一緒に楽しみたいと思っております。皆さん、 

お越しください。子ども餅丸め体験ができます。 

きなこ餅、大根おろし、おぜんざいを食べて 

いただけます。パックお持ち帰りは５個入り 

４００円でおひとり様２パックまでです。 

写真は昨年のものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中島支部新年会開催のお知らせ 
 

日時：１月１２日（月・祝日）１１時～１４時 場所：きらめきセンター 

参加費：１，５００円 出し物：ご期待ください 

申し込み締め切り：１２月２４日（水） 申込書はきらめきセンターにあります。 

 

 

喫茶の年末年始のお休み 

１２月２７日～１月５日 



 

小園小２年生の「町たんけん」 

  

５月の下校見守りに続いて、１０月１４日、２年

生の「町たんけん」の見守りのお手伝いを皆さんが

されました。「町たんけん」とは施設見学やインタビ

ューを通して、自分たちの住む町の様子や働いてい

る方々に

ついて知

ることを

ねらいと

して始め

られたも

ので、こ

こ数年毎年行われ、今回が４度目です。校区のあち

こちの施設をたんけんするために見守りの皆さんが

ついて、子どもたちは５～６人の１６のグループに

分かれて朝 9 時に出発しました。探検に訪問した施設は上坂部郵便局、シエノグチ、西川工

業、あぜくら作業所、マルアイ、あまぽーと、教育総合センター、子ども食堂、関西電力、

アマリリス、園田愛児園、小園中学校、ハピアカフェ、美容室ひつじ、リサイクルショップ

ドリーム、それと小中島郵便局です。見守りのお手伝いさんは約３０人。  

 

私が見守りした「あぜくら作業所」の 

たんけんについて報告します。 

２年生男子女子３人ずつが行きまし 

た。この作業所は常に介護を必要とす 

る人に対して、創作的活動又は生産活 

動の機会を提供しているところで、多 

くの利用者さんが通ってくる所です。ここには自主製品を作る陶芸班、紙すき 

班それとボルトの組立作業班があり、利用者さんはどちらかに属しています。 

この日は時間が早かったので利用者さんの来られる前でした。小園小６人の子どもたちは２ 

つの班の現場を見て回り、多くの難しい質問をし、メモをし、またタブレットで写真をたく 

さん撮りながら、ここのことを十分に知ろうとしていました。子どもたちからの難しい質問 

です。「どんなものを作っていますか？」、「どんな材料を使って、作っていますか？」、そし 

て「どんな機械を使っていますか？」等と。普段訪れるところではないですが、子どもたち 

にとっては貴重な体験だったと思います。皆さん満足して学校に戻りました。 

（見守り） 

 

 

 
 
 
 

 
これ、もしかすると認知症？それとも物忘れ？ 

 

１０月に、支部のふれあい・支えあいグループ「図書サロンあじさい」で「認知症学習会」と

いうのがありました。このサロン、市から「優良社会福祉関係団体」として賞をもらった集まり

です。週１金曜日の午後、２０人弱が集まる気を張らないおしゃべり会す。高齢者がほとんどで、

それも女性が中心。この学習会で認知症について少し勉強しました。物忘れにも「大丈夫な物忘

れ」と「心配な物忘れ」があって、その違いは、食事については食べた食事のメニューを忘れる

のが「物忘れ」で、食事をしたことを忘れるのが「認知症」だと。それと認知症の始まりのサイ

ンですが、本人が「最近なんだか、怒りっぽくなってきたかな？」などと少しの変化があるのを

感じた時のようです。 

私自身、７０代の後半から道で会った知っている人だけど、どこの誰

だか分からない時がしばしばありました。もちろん名前も。また時々家

に帰る道が途中で分からなくなることもありました。それもＪＲ尼崎駅

の近くで。「これ認知症？」。心配なので診療所で話を聞いてもらい尼崎

総合医療センターの「物忘れ外来」で検査をしてもらいました。その結

果、「軽度認知機能障害（ＭＣＩ）」と診断されました。これは認知症で

はありません。正常と認知症のちょうど真ん中のようで、６５歳以上の

約８人に１人が認知症、約７人に１人がこのＭＣＩといわれています。

医療センターでは日常生活の注意事項として

生活リズムの改善、野菜、魚を中心としたバランスの良い食事に心が

けること。散歩などの適度な運動を続けること、家族・友人とのつな

がり・交流を大切にすること、飲酒を控えること、車の運転に注意す

る事などを言われました。この病、ほっておくと５年以内に半数の人

が認知症になると言われています。以後半年ごとに検査を受けていま

す。日常生活に注意している結果、特に変化はありません。すでに男

子の平均寿命を超え、いろいろ本を読み、感じていることがあります。

また専門家（＊）も言っています。これからは好きなことだけをして、

日々楽しく生きる。そのためにやめるべきことはきっぱり「やめる」のです。 

① 今までの「健康法」をやめる ②「我慢すること」をやめる ③「医者の言いなり」をや 

める ④「脳を使わない生活」をやめる ⑤「イライラ・クヨクヨ」をやめる ⑥「老いに任

せる」をやめる ⑦「ストレスフルな人間関係」をやめる ⑧「無理する」のをやめる 

そしてこれだけは「やっておきたい６つのこと」も書かれています。 

① 残存機能を使おう ②ひとからどんどん教えてもらおう ③「笑い」のある生活を送ろう 

④ お金を使って「社会貢献」をしよう ⑤いろいろな可能性を考えよう ⑥「なるようにし

かならない」と考えよう                      （あじさい参加者） 

＊：参考図書 和田秀樹著「７５歳からやめて幸せになること」、「８０歳の壁」は図書サロンあ

じさいの書庫にあります。                           

＜ 募 集 ＞ 

短歌・俳句・川柳に関心のある方は

いませんか？複数人のご希望があれ

ばグループづくりを検討します。支部

担当者まで連絡下さい。 

☎080-5897-4917 塩見（しおみ） 

＜ お願い ＞ 

・グランドゴルフの道具、もし余っているなら譲って頂けませんか？ご協力頂ける方は

地域活動サポートセンター（☎06－6491－8822）までご連絡ください。 

・ゆんたくの南側の中庭を改修したいと思っています。利用者さんが安らげる庭にした

いと思っていますので、一緒に考えて下さる方、実際に職員と庭作りを進めお手伝い

頂ける方はご連絡をお待ちしております。 

デイサービスセンターゆんたく ☎06－6491－8030 岡田・谷頭 

 

 


